
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つ
か
む 

前時の学びとの思考をつなげる 

願いをもつ、学びを自分事にする 
・前の時間に学んだことは～ことだったな。 

・〇〇さんは～学びをしたんだな。 

私と～ところが同じだな。 

・この単元の出口では、～ことをするんだった

な。そのために、今日は前の時間の学びをつ

ないで、～ことを追究したいな。（課題化） 

見
通
し
を
も
つ 

課題追究の見通しをもつ 
・課題を追究するためには、どのように考えたら 

 いいのかな。 

・これまでに学習したことが使えそうだな。 

・仲間の～考え方も使って、自分一人で考えられ

そうだ。 

ま
と
め
る 

自己の学びを振り返り、学びの蓄積

と、次時の見通しをもつ 
・はじめは～考えだったけど、○○という言葉か

ら～考えに変わったな。 

・仲間の～アドバイスや考えから、新たに～見方・ 

考え方ができた。 

・次は、今日学んだことを生かして考えたいな。 

・〇〇さんは私と同じ～ことが分かったんだな。 

確かに～ことも大切だな。 

・ここまで～ことを学んでいるから、単元出口ま

でに～ことをするといいのかな。  

 活用場面や事例は「国語科の指導におけるＩＣＴの活用について」「学びのイノベーション事業 実証研究報告書」（文科省）」や 

「＜学びを変える＞ＩＣＴ活用ガイド（R2,3,4）」（岐阜県教育委員会、ぎふっこ学び応援サイト内）を参考・引用しています。 

考
え
る 

深
め
る 

言葉を根拠に、 

自己の考えをまとめる 
・選択肢や仲間の考えから、さらに～ことも考え 

られそうだな。 

・このことについてみんなはどう考えているのか 

 知りたいな。   

考えたことを表現・共有し広げる 
・～言葉から～考えて、～ことが分かりました。 

・〇〇さんの考えを聞いて～ことも考えられると

思います。 

・～ことについて、よくわからないけれど、みん

なはどう考えますか。 

考えを深めたり、 

知識・技能の習得を図る 
・なぜ～言葉を使ったのかな。 

・～表現のよさは何だろう。 

 

共通の確認提示 

単元を貫く課題や全員

で把握したい内容を大
型掲示装置で提示する
ことで、瞬時に共有・確

認ができます。 

教師用デジタル教科書のマイ黒板を使用すると、児童生 
徒の意見を即座に板書化して、考えを焦点化できます。 
 

 

前時の板書や自己のまと
めの蓄積から、個々の手元
で、前時の学びを振り返る

ことができます。 

考え方を可視化する 

どのように課題追究を進
めるのとよいか、対話活動

により、どの児童生徒もが
見通しをもつことができ
ます。 

意図的な復習・確認 

スライド等を活用して端
的に本時の基礎・基本にな
るような既習内容や考え

方を確認できます。 

困った時は、仲間の考えを
参考にできます。また、似
た考え・違う考えの児童生
徒と交流をします。自己の
考えを広げ深める対話的
な学びを実現します。 

教師はタブレット上で児
童生徒の様子を確認し、

状況に応じて個別指導
（思考を促す働きかけ）
を行います。 

構想･見通しの交流 

配付･提出機能で他者と構
想･見通しを比較検討しま
す。児童生徒一人一人の見
方･考え方を大切にできま
す。 

国語科のベストミックス 

東濃教育事務所 

～「資質・能力を一層効果的に育成するための １単位時間におけるＩＣＴの活用の在り方」～ 

考え方を共有する 

一人一人の考えを瞬時に視
覚化でき、考えづくりの見
通しや、個別最適な学びに
つなげることができます。 

既習を振り返る 

 


